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北秋田市妖精の森業務仕様書 

 

 北秋田市妖精の森（以下「施設」という。）の指定管理者が行う業務の内容及

びその範囲は、北秋田市妖精の森指定管理者募集要項（以下、「募集要項」とい

う。）その他関係法令等によるもののほか、次のとおりとする。 

 

１ 基本事項 

(1) 公の施設であることを念頭において、親切丁寧な対応をこころがける

とともに、利用者の公平・平等な利用を確保すること。 

(2) 地域、関係機関等との連携を図った運営を行うこと。 

(3) 指定管理者は、その業務の全てを第三者に委託し、又は請け負わせる

ことはできないものとする。ただし、市の承諾を得て、指定管理者の責

任において一部の業務を第三者に委託することができる。 

(4) 関係法令等を遵守し、関係法令等に改正があった場合は、改正された

内容に基づき運営すること。 

 

２ 指定期間 

  令和７年４月１日から令和10年３月31日までの３年間 

 

３ 管理の基準 

(1) 休業日 

指定管理者が特に必要があると認めるときは、あらかじめ市長の承認

を得て、臨時に休業日を設けることができる。 

(2) 利用の拒否 

指定管理者は、次のいずれかに該当するときは許可しない。 

① 公益を害し、又はそのおそれがあると認められるとき。 

② 施設の管理上、支障があると認められるとき。 

③ その他利用に不適当と認められるとき。 

(3) 利用の制限 

指定管理者は、施設を利用する者が北秋田市妖精の森条例、又は指定

管理者の指示した事項に違反したとき、若しくは施設の管理運営上やむ

を得ない事情が生じたときは、利用の中止を命ずることができる。 

(4) 利用料 

指定管理者は利用者が支払う料金を自らの収入とすることができる。

また、指定管理者は市の定める条例の額の範囲内で、市の承諾を得て利

用料を設定することができる。 
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利用料 

区分 利用料 

大人 小人 
団体（15人以

上） 

ロッジ休憩室 220円 110円 200円（小人100円） 

バンガロー 1,100円 550円 550円（小人385円） 

コテージ宿泊料 １棟１泊４人まで 21,000円 

１人超過ごとに 2,200円を超えない額を加算 

コテージ休憩料 ３時間まで 5,500円 

テニスコート １面 １時間 550円 

バーベキューハウ

ス 

１日 330円（ガス使用時550円） 

テント持込み料 １張 １泊 550円 

テント貸出し料 １張 １泊 1,100円 

 

(5) 利用料の減免 

指定管理者は、あらかじめ市長の定める基準により利用料の減免を行

うことができる。なお、減免による利用料金の減収については、指定管理

料に減収分が見込まれているものとし、市からの補填等の措置は行わない

ものとする。 

 

４ 指定管理者が行う業務に関すること 

  募集要項の２に規定する業務によるもののほか、次のとおりとする。 

(1) 施設の利用の許可に関する業務 

① 施設利用案内及び受付に関すること 

ア 施設利用者の案内及び受付等 

イ 来館者及び館内施設見学への対応、電話等による問合せ、又

は苦情等への対応 

ウ 利用許可等に係る手続きに関すること 

エ 利用料金の徴収及び減免手続きに関すること。 

オ 日計データ・月計データの管理・報告 

カ 物品の販売管理に関すること 

キ その他施設利用に関すること 

② 施設の目的外使用 

自動販売機、公衆電話などを設置する場合は、市長に対し目的 

外使用許可申請書を提出し、許可を受けること。なお、目的外使用

料は指定管理者の負担とする。 
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③ 情報公開、個人情報の保護 

施設の適正な管理運営のため、北秋田市情報公開条例、北秋田

市個人情報保護条例を遵守する体制づくりと、職員への周知徹底

を図ること。 

④ 緊急時の対応 

災害等の緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保及び必要な通報

等についてマニュアルを作成し、緊急時には的確に対応すること。

また、災害時に、市が緊急に防災拠点、避難場所等として本施設を

使用する必要があるときは、市の指示により優先して避難者等を受

け入れること。 

⑤ その他の業務 

ア 施設内の公衆電話の料金収納に関すること 

イ 近隣地域・利用者からの要望への対応に関すること 

ウ 文書等の管理保管に関すること 

エ 施設の安全管理業務に関すること 

オ 災害時、緊急時の避難誘導に関すること 

 

(2) 施設及び設備の維持管理に関すること 

① 施設保守管理業務 

ア 管理責任者及び防火責任者を配置し、その者の氏名を報告 

すること。 

イ 安全管理に十分配慮し、火災、損傷等を防止して財産の保 

全に努めること。 

ウ 施設（駐車場及び敷地内を含む）の衛生管理等良好な維 持

に努め、常に快適に施設を利用できる状態の保持に努めるこ

と。 

エ 本施設を適切に管理運営するため、施設の設備に関する 

保守管理等業務（別紙１参照）を行うとともに、日常的に点検

を行い、施設を維持すること。 

オ 光熱水費については、省エネルギーに努めること。 

② 施設修繕業務 

       ア 小破修繕が必要な場合は、１件50万円未満（消費税及び地方

消費税を含む。）の簡易なものについては、指定管理者が修繕

費を負担して修繕を行うこと。また、支払実績額の総額があら

かじめ市と協議して定めた支払予定額との差額は毎年精算を

行う。ただし、精算する修繕費に係る契約行為については、市

の財務規則に準拠すること。 

※ 本修繕に必要な修繕総額について、指定管理料算定及び

毎年度の業務計画書提出に際しあらかじめ収支計画に明
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記すること。 

イ 簡易な範囲を超える場合であって緊急を要する場合又は１

件50万円以上（消費税及び地方消費税を含む。）の修繕につい

ては、効率的かつ効果的な業務実施のために必要であること

を明らかにし、市と事前協議をすること。事前協議により当該

修繕が必要と認められるときは、市が指定管理者と協議を行

い実施する。なお、緊急を要する場合は、執行後すみやかに報

告すること。 

③ 備品等管理業務 

ア 市の所有に属する備品については、北秋田市財務規則の 

管理方法に基づいて管理するものとする。また、「備品台帳」

を備えてその保管にかかる備品を整理し、購入及び破棄等の

異動について定期的に市に報告すること。 

イ 業務を遂行するにあたり必要な備品の購入及びリースにつ

いては、１件20万円を超える場合は、効率的かつ効果的な事業

実施のために必要であることを明らかにし、市に協議するこ

と。 

ウ 市又は指定管理料により購入した備品と、指定管理者が 

所有する備品との区別を明らかにすること。 

エ 指定期間が終了したときは、指定管理料により購入した 

備品は市に引き継ぎ、指定管理者が所有する備品は自己の責

任においてすみやかに撤去すること。 

(3) 施設の利用促進に関すること 

① 利用を促進するための広告宣伝 

② 物品の販売促進 

③ 利用料・利用人数等の集計及び報告 

④ 業務日誌・管理日誌の報告 

⑤ 環境衛生管理に関すること 

(4) その他市長が必要であると認める業務 

 

５ 利用料金等に関すること 

募集要項の４に規定する利用料金等の収納業務にあたっては、現金出納簿

を備え、取り扱った利用料金等の収納の全てを記入し、その状況を明らかに

するとともに、領収書等の使用料金等収受に係る諸帳簿類を適正に管理・保

管すること。 

 

６ 事業報告（計画）書の作成等 

(1) 事業計画書及び収支予算書の作成 

指定管理者は、次年度の事業計画書及び収支予算について、毎年度事

業開始前に作成し、市に提出すること。 
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(2) 事業報告書の作成 

指定管理者は、毎年度事業終了後30日以内に、次に掲げる事項を記載

した事業報告書を市に提出すること。 

① 管理にかかる業務の実施状況及び施設の利用状況に関する事項 

② 利用料金等の収入の実績に関する事項 

③ 管理にかかる経費の収支状況に関する事項 

④ 事業計画の達成状況に関する事項 

⑤ その他市長が必要と認める事項 

(3) 実地調査等 

    市は、施設の管理運営について管理の適正を期するため、指定管理者

に対して随時に当該管理の業務又は経理の状況に関する報告を求め、又

は実地調査を実施することができるものとする。 

(4) 指定期間終了にあたっての引継 

指定管理者は、指定期間終了時に、次期指定管理者が円滑かつ支障な

く管理業務を遂行できるようすみやかに引継を行うこと。また、次期指

定管理者は、施設利用者の継続的な利用を阻害することのないよう運営

を引き継ぐこと。 

 

７ リスク負担に関すること 

指定期間内における主なリスクについては、別紙２の負担区分を前提とし、

これ以外のリスクの対応については、別途協議で定めるものとする。 

 

８ その他 

(1) 利用要項 

施設の利用要項を作成し、市長の承認を得ること。また、利用要項を

変更する場合も同様とする。 

(2) 保険の取扱い 

利用者にかかる傷害等保険及び指定管理者の業務上の瑕疵により生

ずる損害賠償に対処するため、適切な損害賠償責任保険に加入すること。 

(3) 業務の委託等 

① 専門的な技術や特定の資格等を要する業務については第三者に委

託することができるが、使用の許可及び指定管理者が行う業務を一

括して第三者に委託してはならない。 

② 指定管理者は、指定によって生じる権利及び義務を第三者に譲渡

し、又は承継させ若しくはその権利を担保に供してはならない。 

(4) 協議 

この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務内容及びその処

理等について疑義が生じた場合は、市と協議して定めるものとする。 

(5) その他 

この仕様書に規定する業務のほか、必要な事項については協定で定め
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るものとする。 
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（別紙１） 

北秋田市妖精の森管理業務一覧 

項  目 内  容 頻   度 備 考 

建物維持管理 日常保守管理 毎日  

雪下ろし作業 必要に応じて随時  

建物附帯施設・

設備維持管理 

キャンプ場維持管理 必要に応じて随時  

バンガロー維持管理 必要に応じて随時  

テニスコート管理 毎日  

バーベキューハウス管理 毎日  

人工芝すべり台管理 毎日  

電気設備 日常保守管理 毎日  

定期点検 必要に応じて随時  

暖房設備 日常保守管理 使用期間中毎日  

定期点検 年１回以上  

消防設備 日常保守管理 毎日  

定期点検 年１回以上  

警備  夜間、休業日  

駐車場・植栽等 

 

日常保守管理 必要に応じて随時  

除草・剪定・除排雪 

取付道路管理 点検・除草・除排雪 必要に応じて随時  

遊歩道管理 点検・除草・除排雪 必要に応じて随時  

清掃業務 

 

日常清掃 毎日  

定期清掃 必要に応じて随時  

特別清掃 年１回以上  

衛生業務 害虫防除作業 必要に応じて随時  

簡易検査 

 

水質検査 月１回以上 

トイレの汲み取り 必要に応じて随時 

小破修繕 日常保守管理 必要に応じて随時  

その他の修繕 

その他施設管理

上必要な業務 

ミニロータリー車検 ２年に1回  

ミニロータリー整備 

コテージ周り除雪 必要に応じて随時 

市への利用者数の報

告 

月１回 
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（別紙２） 

北秋田市妖精の森の主なリスク負担区分 

段階 リスクの種類 内     容 市 指定管理者 

共通 

法令等の変更 

指定管理者が行う管理運営業

務に影響を及ぼす法令等の変

更 

○  

第三者賠償 
本業務を原因とする公害、生活

環境の阻害等による場合 
 ○ 

不可抗力 
自然災害（地震・台風等）によ

る業務の変更、中止、延期※１ 
協議事項 

申請 

段階 

申請コスト 申請に要する費用の負担  ○ 

調査 事業の実現可能等の調査  ○ 

資金調達 必要な資金の確保  ○ 

運営 

段階 

施設競合 
他施設との競合による利用者

減、収入減 
 ○ 

需要変動 
当初の需要見込と異なる状況

の発生 
 ○ 

運営費の増大 
市以外の原因による運営費の

増大 
 ○ 

施設の損傷 施設、設備機器等の損傷※２ 協議事項 

修繕※２ 

改築又は大規模修繕 ○  

その他修繕 
○ 

(50 万円以上) 

○ 

(50 万円未満) 

施設の火災保険

加入 
施設の火災保険料の負担 ○  

利用者に係る保

険加入 

利用者に係る傷害等保険料の

負担 
 ○ 

管理上の瑕疵に

よる火災等事故 

管理上の瑕疵による火災等事

故 
 ○ 

指定管理者によ

る業務又は協定

内容の不履行 

指定管理者による業務又は協

定内容の不履行 
 ○ 
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損害賠償 

施設、機器の不備又は施設管理

上の瑕疵による事故及び臨時

休館等に伴う利用者等への損

害※３ 

協議事項 

運営リスク 

施設、機器の不備又は施設管理

上の瑕疵及び火災等事故によ

る臨時休館等に伴う運営リス

ク※４ 

協議事項 

※１ 自然災害（地震・台風等）への対応･･･建物、設備が復旧困難な被害を受
けた場合、業務の全部の停止を命じることがある。復旧可能な場合、その復
旧に要する経費は市と指定管理者が協議を行うこととする。 

※２ 施設・機器等の損傷リスクへの対応･･･管理上の瑕疵による損傷は指定管
理者が負う。大規模な修繕が必要な場合は市と指定管理者が協議を行うこ
ととする。 

※３ 施設・機器の不備又は施設管理上の瑕疵による事故等に伴う利用者への
損害リスクへの対応･･･管理上の瑕疵による事故等に伴う利用者への損害
について、そのリスクは指定管理者が負う。 

※４ 施設・機器の不備についてのリスクは、市と指定管理者が協議を行うこと
とする。 


